
令和７年度

環境省および農林水産省は、深刻化した野生鳥
獣による農林水産業被害や生態系被害などの地
域課題を解決するため、令和2年度より東京農工
大学を始めとする野生動物管理教育研究に係る
大学等と連携し、科学的な野生動物管理を担う
ことができる専門家の育成を目的とした
「モデル・コア・カリキュラム（コアカリ）」
による教育体制の構築を目指しています※。
東京農工大学では、令和4年度より「コアカ

リ」の一部を農学部在学生を対象に試行的に開
講しています。
令和6年度からは「単位互換のための連携協

定」を大学間で締結し、他大学の講義も受講可
能となりました。今後も参加大学および開講科
目を増やしていく予定です。ご興味のある方は、
ガイダンスに参加ください！

野生動物管理の専門家育成
のための教育プログラム

管理教育プログラム

野生
動物
6/30
12:10～12:50

（月）

2025年

受講ガイダンス開催
場所 農学部第１講義棟 16教室
内容 プログラムの趣旨

受講・履修方法など

●受講希望者は原則参加

当日参加できない方は
ガイダンスの録画配信を
後日必ず視聴して下さい

●動画は7月1日以降に
野生動物管理教育研究
センターHPにて公開 ※環境省：https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs8/docs8.html

  農水省：https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/h_adviser/index.html



野生動物管理教育プログラム

東京農工大学農学部附属 野生動物管理教育研究センター（平日9:30～16:30）
Mail wm-center@m2.tuat.ac.jp ／ Tel 042-367-5861

https://web.tuat.ac.jp/~cwmer/students.html
必ずHPで確認してからお申し込みください

履修方法・申込はこちら

●開講学期はすべて2025年度後期となります
●本プログラムは、令和8年度以降のコア・カリキュラム本格的実施のための試行的 プログラムです
●将来的な制度構築に資するため受講後にアンケート調査を実施しますので、ご協力をお願いいたします
●農学部特別講義Ⅰ・Ⅱ、単位互換制度による講義の単位数はCAP制度の対象にはなりません
 （CAP制度：農学部履修案内を参照）

科目名 単位数 開講方式 対象学年 申込

野生動物保全管理学 1.0

オンデマンド

農学部特別講義Ⅱ

2年
～
4年
修士

後期履修
登録期間

野生動物被害管理学 1.0

鳥獣・環境関連法規・政策 1.0

自然保護と自然資源管理Ⅰ 0.5

農学部特別講義Ⅰ
自然保護と自然資源管理Ⅱ 0.5

住民参加型計画立案手法 0.5

野生動物森林対策演習 0.5 現地実務講習 7/22まで

野生動物管理技術論 2.0 対面講義 学科専門科目（Rn） 3年
後期履修
登録期間

科目名 単位数 開講方式 開講大学 対象学年 申込

野生動物感染症学 0.5 オンデマンド 岐阜大学

2年
～
4年

7/31まで

野生動物の不動化技術 0.5 オンデマンド 岐阜大学

狩猟管理技術論 2.0 オンデマンド 酪農学園大学

森林環境保全学Ⅰ 1.0 オンデマンド 山形大学

地域環境計画学 2.0 オンデマンド 山形大学

東京農工大学で開講

他大学で開講（単位互換制度）

令和
7年度

お問い合わせ
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